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今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
申
告
期
限
間
近
に
な
る

と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
厚
木
税
務
署
で
は
、
申

告
納
税
の
趣
旨
か
ら
確
定
申
告
な

ど
の
提
出
書
類
を
自
分
で
作
成
す

る「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

※
還
付
申
告
の
方
は
、
２
月
18
日

以
前
で
も
税
務
署
に
申
告
書
を

提
出
で
き
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
方

確
定
申
告
は
、
１
年
間
の
所
得

と
税
額
を
申
告
し
納
税
す
る
も
の

で
、
次
の
よ
う
な
方
は
申
告
が
必

要
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
り
、
所
得
の
合
計
額
が
配

偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

方
。

②
給
与
の
年
間
収
入
額
が
２
千
万

円
を
超
え
る
方
。

③
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を

超
え
る
方
。

④
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方
。

⑤
年
末
調
整
の
扶
養
控
除
な
ど
に

誤
り
が
あ
る
方
。

⑥
不
動
産
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど

の
資
産
を
譲
渡
し
た
方
。

⑦
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
の
み

の
方
で
、
そ
の
所
得
額
が
配

偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

方
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
所
得

税
の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」で
、
入
力
画
面
の
手
引
き
に

従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
と
、

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

印
刷
し
た
確
定
申
告
書
は
、
そ
の

ま
ま
税
務
署
へ
提
出
で
き
ま
す
。

●
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU
R
L

http://w
w
w
.nta.go.jp/

日
曜
日
に
も
受
け
付
け

厚
木
税
務
署
で
は
、
休
日
窓
口

と
し
て
次
の
日
時
に
、
確
定
申
告

書
作
成
の
助
言
や
申
告
書
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
当
日

は
電
話
で
の
相
談
や
そ
の
ほ
か
の

業
務
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
方

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
町

内
に
住
所
な
ど
が
あ
り
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
方
の
ほ
か
、

次
に
該
当
す
る
方
は
町
県
民
税
の

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
昨
年
中
に
金
額
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
所
得
の
あ
っ
た
方
。

（
給
与
所
得
だ
け
で
、
給
与
支

払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
町
へ

提
出
さ
れ
る
方
は
除
く
）

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
っ
た
方
。

③
所
得
税
の
申
告
義
務
の
な
い
方

で
、
医
療
費
控
除
や
社
会
保
険

料
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受

け
る
方
。

④
税
法
上
、
扶
養
親
族
に
な
っ
て

い
な
い
方
。（
昨
年
中
に
全
く
収

入
が
な
か
っ
た
方
も
、
非
課
税

証
明
書
の
発
行
や
国
民
健
康
保

険
税
の
算
定
、
児
童
手
当
支
給

の
際
な
ど
の
資
料
と
な
り
ま
す

の
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
）

※
町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
前
年
の
課
税
を
基
に

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に

郵
送
し
ま
す
。

22008.February

い て 早 め の 提 出 を
受付期間：2月18日（月）～3月17日（月）

期　　日 時　　間 場　　所

2月24日（日）
午前9時～正午
午後1時～5時

厚木税務署本館
2階

3月2日（日）

受付
時間

申
告
す
る
内
容

必
要
な
書
類
な
ど

注
意
事
項

厚木税務署 愛川町役場分館申告会場※注1
午前9時～正午
午後1時～5時

①営業、不動産所得などを申告する方
②外国籍の方
③土地などの譲渡所得（分離課税）を申告する方
④住宅借入金等特別控除などを申告する方
⑤給与の年間収入額が2千万円を超える方
⑥青色申告をする方
⑦退職所得を申告する方
⑧損失申告をする方
⑨書き上げた申告書の提出（郵送可）

・源泉徴収票　　　　　　　　　
・国民年金保険料などの控除証明書　※注3
・生命保険料、地震保険料・旧長期損害　
保険料の控除証明書　※注4
※注1 申告会場が、昨年までの役場4階から、分館（旧消防庁舎）に変更になりました。
※注2 医療費控除を申告する方は、必ず領収書の集計をしておいてください。
※注3 国民年金保険料、国民年金基金の掛け金に係る社会保険料の適用については、支払証明書の添付が必要です。
※注4 従来の損害保険料控除が見直され、新たに地震保険料控除が創設されました。

・前年の申告書の控え
・印鑑、計算機、筆記用具など
・還付申告の方は、振込み先の口座番号などが分かるもの

①町県民税の申告をする方
②年末調整の済んでいない給与所得を申告する方
③給与を2カ所以上から受けている方
④公的年金などを申告する方
⑤医療費控除を申告する方　※注2
⑥書き上げた申告書の提出

上記以外の申告相談は、厚木税務署でお願いします。

午前8時30分 ～ 11時
午後1時～ 4時

〇お願い
申告の受付期間中は混雑が予想されますので、厚木税務署へはバスなどの公共交通機関をご利用ください。また、町役場へ車でお越

しの際は、保健センター北側の駐車場または文化会館駐車場をご利用ください。

申告をする場所

い て 早 め の 提 出 を
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申 告 書 は 自 分 で 書
所得税の確定申告・町県民税の申告

知
っ
て
お
き
た
い
税
情
報

●
所
得
税
率
の
変
更

税
源
移
譲
に
伴
い
、
所
得
税
の

税
率
が
次
の
通
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

●
定
率
減
税
の
廃
止

平
成
18
年
分
の
所
得
税
で
は

10
％
相
当
額
（
上
限
12
・
５
万
円
）

あ
っ
た
定
率
減
税
が
、
平
成
19
年

分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

●
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険
料
控
除

が
見
直
さ
れ
、
地
震
保
険
料
控
除

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成

18
年
末
ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損

害
保
険
（
保
険
期
間
が
10
年
以
上

で
、
満
期
返
戻
金
が
あ
る
も
の
）

の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
地
震
保
険
料
控
除

と
長
期
損
害
保
険
料
控
除
の
経
過

措
置
の
適
用
を
同
時
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
合
計
限
度
額
は
、

所
得
税
に
つ
い
て
は
５
０，
０
０
０

円
、
町
県
民
税
に
つ
い
て
は
２
５，

０
０
０
円
で
す
。

●
町
県
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で

に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
）
を
受
け
て
い
る
方
が
、
税
源

移
譲
で
所
得
税
が
減
少
し
た
た

め
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
を

控
除
し
き
れ
な
い
場
合
、
そ
の
年

の
確
定
申
告
期
限（
今
年
は
３
月

17
日
）
ま
で
に
申
告
書（
※
）
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
控
除
し
き

れ
な
い
分
を
翌
年
度
の
町
県
民
税

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

※
市
町
村
民
税
・
道
府
県
民
税
住

宅
借
入
金
特
別
税
額
控
除
申
告
書

●
老
年
者
非
課
税
措
置
廃
止
に

伴
う
経
過
措
置
の
終
了

町
県
民
税
で
は
、
平
成
17
年
１

月
１
日
現
在
65
歳
以
上
で
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方
は
、
経
過
措
置
と
し
て
、
平

成
18
年
度
は
均
等
割
額
と
所
得
割

額
の
３
分
の
２
、
平
成
19
年
度
は
均

等
割
額
と
所
得
割
額
の
３
分
の
１

が
減
額
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
度
か
ら
こ
の
経
過
措
置
が

な
く
な
り
、
均
等
割
額
と
所
得
割

額
の
全
額
が
課
税
と
な
り
ま
す
。

●
税
源
移
譲
に
よ
る
年
度
間
の
所

得
変
動
に
か
か
る
経
過
措
置

（
平
成
19
年
度
町
県
民
税
の
み
）

税
源
移
譲
に
よ
り
多
く
の
場

合
、
平
成
19
年
度
町
県
民
税
は
負

担
が
増
え
、
平
成
19
年
所
得
税
は

負
担
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
19
年
中
の
所
得

が
減
り
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
所
得
税

率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
住
民
税

率
の
変
更
に
よ
る
負
担
増
だ
け
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
度
町
県
民
税
に
限
っ
て
減
額

す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
既
に
納
付
済
み
の
町
県
民
税

か
ら
税
源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な

っ
た
町
県
民
税
相
当
額
を
平
成
20

年
度
に
還
付
し
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
方
は
、
平
成
20
年
７
月
１

日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
に
平
成
19

年
度
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
た
市

町
村
に
申
告
書（
※
）を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
市
町
村
民
税
・
道
府
県
民
税
減

額
申
告
書

●
医
療
費
控
除

本
人
や
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
、
そ
の
ほ
か
扶
養
親
族
の
た
め

に
、
平
成
19
年
中
に
支
払
っ
た
医

療
費
が
一
定
の
金
額
以
上
あ
る
場

合
に
は
、
所
得
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
支
払
っ
た
医
療
費
に
対

し
て
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
は
、
支
払
額
か
ら
差
し
引

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
障
害
者
控
除

本
人
や
配
偶
者
そ
の
ほ
か
の
親

族（
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を

受
け
る
方
に
限
り
ま
す
）が
障
害
者

や
特
別
障
害
者
で
あ
る
場
合
に
は
、

一
定
の
金
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
と
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
方
な
ど

で
す
。
ま
た
、
寝
た
き
り
で
複
雑

な
介
護
が
必
要
な
方
や
、
精
神
ま

た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
障
害
の
程
度
が
手
帳

の
交
付
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
市
町

村
長
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
も
該

当
し
ま
す
。

●e
-T
a
x

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）で

カ
ン
タ
ン
申
告

自
宅
や
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
てe-T

ax

（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）で
申

告
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

①
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中

に
あ
る「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
た
申
告
書

を
、
直
接
税
務
署
へ
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
電
子
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告

す
る
と
、
最
高
で
５，
０
０
０
円
の

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
第
三
者
作
成
書
類（
源
泉
徴
収

票
や
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
）の

添
付
が
省
略
で
き
ま
す
。

④
還
付
申
告
の
場
合
、処
理
期
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。（
通
常
約
６
週

間
か
か
る
も
の
が
３
週
間
程
度

に
短
縮
）

な
お
、e-T

ax

を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
は
、

●

パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利

用
で
き
る
環
境

●

電
子
署
名
用
の
電
子
証
明
書

●

電
子
証
明
書
が
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
な
ど
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
発
行

さ
れ
る
場
合
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

e-T
ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

問
い
合
わ
せ
◆

●
町
県
民
税
の
申
告
は
、
税
務
課

町
民
税
班
1（
内
線
）３
２
７
２・３
２

７
３・
３
２
７
４（
有
線
）４
８
５
１

●
所
得
税
の
確
定
申
告
やe-T

ax

に
つ
い
て
は
、
厚
木
税
務
署
1
２

２
１
―

３
２
６
１

〒
２
４
３
―

８
５

７
７

厚
木
市
水
引
１
―

10
―

７

改　正　後
（H19年分から）

課税所得 195万円以下
195万円超
330万円以下

330万円超
695万円以下

695万円超
900万円以下

900万円超
1800万円以下

1800万円超

税　率 5％ 10％ 20％ 23％ 33％ 40％

課税所得 330万円以下
330万円超
900万円以下

900万円超
1800万円以下

1800万円超

税　率 10％ 20％ 30％ 37％

改　正　前
（H18年分まで）

申 告 書 は 自 分 で 書
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町
で
は
、
自
宅
か
ら
バ
ス
停
留

所
ま
で
自
転
車
で
行
き
、
そ
こ
か

ら
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

「
サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、「
サ
イ
ク
ル
＆
バ

ス
ラ
イ
ド
」
の
推
進
事
業
と
し
て
、

バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
無
料
で
利
用
で
き
る

駐
輪
場
を
別
表
の
と
お
り
整
備
し

ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
車
さ
れ
る
際

は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政
策
課
企

画
政
策
班
1（
内
線
）３
２
３
３

バ
ス
利
用
者
が
無
料
で
利
用
で
き
る

駐
輪
場
を
整
備

駐輪場の場所

中津交番北側

愛川繊維会館
（レインボープラザ）

駐車場内

付近のバス停留所

一本松

半　原

駐輪台数

約20台

約25台

中津交番北側駐輪場 愛川繊維会館駐車場内駐輪場

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）」を

ご
存
じ
で
す
か
。

愛
川
町
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）

へ
の
ご
意
見
を

「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、

目
指
す
べ
き
都
市
像
や
長
期
的
な

都
市
整
備
の
方
針
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
施
策
を
総
合
的
、
体
系
的

に
示
す
も
の
で
、
都
市
計
画
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
計
画
で
す
。

町
で
は
、
平
成
８
年
に
策
定
し

た
「
愛
川
町
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
的
確

に
対
応
す
る
よ
う
、
平
成
18
年
度
か

ら
見
直
し
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
こ
の
計
画
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
内
容
に
つ
い

て
町
民
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

計
画
案
の
名
称
◆
「
愛
川
町
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

計
画
案
の
閲
覧
場
所
◆
２
月
12

日（
火
）か
ら
町
政
情
報
コ
ー
ナ

ー（
役
場
本
庁
）・
半
原
出
張
所
・

中
津
出
張
所
・
文
化
会
館
・
ラ
ビ

ン
プ
ラ
ザ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
・
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
の
募
集
期
間
◆
２
月
12
日

（
火
）〜
３
月
３
日（
月
）

意
見
の
提
出
方
法
◆
閲
覧
場
所

に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
各
所
へ
提
出（
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
も
可
）
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
都
市
施
設
課
都
市

計
画
班
1（
直
通
）２
８
５
―

６
９
３

９

フ
ァ
ク
ス
２
８
６
―

５
０
２
１

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tosh
i@
tow
n
.aik
aw
a.k
an
ag
a

w
a.jp

町
で
は
、
本
町
に
住
民
登
録
が

あ
る
方
に
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
住
基
カ
ー
ド
）」
を
１
枚
５
０

０
円
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

高
度
な
安
全
管
理
機
能
を
持
つ

こ
の
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
、
転

入
・
転
出
の
手
続
き
が
簡
素
化
さ

れ
た
り
、
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー

ド
を
選
べ
ば
、
運
転
免
許
証
な
ど

と
同
様
に
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
自
宅
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
電
子
申
請
や
届
け
出
を
行

う
際
、
申
請
者
の
「
成
り
済
ま
し
」

や
申
請
内
容
な
ど
の
「
改
ざ
ん
」

を
防
ぐ
た
め
、
住
基
カ
ー
ド
に
本

人
確
認
を
す
る
た
め
の
公
的
な
電

子
証
明
書
な
ど
を
記
録
す
る
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

ま
す
。
電
子
証
明
書
の
発
行
手
数

料
は
５
０
０
円
で
す
。

住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
く
電
子
証

明
書
の
発
行
手
続
は
、
町
役
場
住

民
課
で
行
っ
て
い
ま
す
（
出
張
所

で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
）。

問
い
合
わ
せ
◆
住
民
課
住
民
窓
口

班
1
（
内
線
）
３
３
１
５
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審
議
会
な
ど
の
委
員
を
募
集

町
で
は
町
民
皆
さ
ん
の
声
を
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
審
議

会
な
ど
の
委
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
◆

①
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
方
や
、
町
内
に
事
務

所
・
事
業
所
を
持
つ
方
な
ど

で
、
原
則
と
し
て
平
日
の
日

中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

②
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
公
募

委
員
で
な
い
方

③
町
職
員
お
よ
び
町
議
会
議
員

で
な
い
方

応
募
方
法
◆

「
審
議
会
等
委
員
応
募
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
便
・フ
ァ
ク
ス・

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
各

担
当
課
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
申
込
書
の
あ
る
場
所
◆

①
役
場
１
階
町
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
お
よ
び
各
担
当
課

②
半
原
出
張
所

③
中
津
出
張
所

④
文
化
会
館

⑤
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ

⑥
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ

⑦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
期
限
◆

２
月
29
日（
金
）ま
で

主な設置目的

募集人数
年間開催予定回数

任期

応募申込書の提出
と問い合わせ

①公共交通検討委員会 ②行政改革推進委員会
社会経済情勢の変化に対応した簡素で効率的な行
財政運営を推進するための調査・審議をします。
2人
6回程度
平成20年4月1日～平成23年3月31日
（3年間）
行政推進課行政管理班
ファクス286－5021 1（直通）285－6925
電子メール
gyousei@town.aikawa.kanagawa.jp

主な設置目的

募集人数
年間開催予定回数

任期

応募申込書の提出
と問い合わせ

町の公共交通のあり方や交通諸問題に
ついて検討します。
2人
3回程度
平成20年4月1日～平成22年3月31日
（2年間）
企画政策課企画政策班
ファクス286－5021 1（直通）285－6924
電子メール
kikaku@town.aikawa.kanagawa.jp

■委員を募集する審議会など

１
月
５
日
、
新
春
恒
例
の
「
消

防
出
初
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
角
田
下
箕
輪
の
消

防
訓
練
場
に
は
、
地
域
防
災
の
要

と
な
る
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
地

域
や
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
、
さ

ら
に
は
消
防
署
員
が
一
堂
に
集
結
。

多
く
の
町
民
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、

分
列
行
進
や
観
閲
の
ほ
か
、
協
力

団
体
に
よ
る
個
別
演
技
、
消
防
部

隊
の
総
合
演
技
や
一
斉
放
水
が
披

露
さ
れ
、
今
年
一
年
の
安
全
を
祈

願
す
る
と
と
も
に
、
消
防
活
動
に
お

け
る
士
気
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

な
お
、
併
せ
て
消
防
功
労
者
に

対
す
る
表
彰
も
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ

ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

愛
川
町
長
表
彰

【
優
良
分
団
】

愛
川
町
消
防
団
第
１
分
団

愛
川
町
消
防
長
表
彰

【
一
般
協
力
者
（
人
命
救
助
）】

（
平
成
19
年
11
月
17
日
付
け
表
彰
）

星
　
克
則
▼
金
井
真
司

神
奈
川
県
消
防
協
会
厚
木
市

愛
甲
郡
支
部
長
表
彰

【
優
良
分
団
】

愛
川
町
消
防
団
第
２
分
団

【
功
績
団
員
】

第
１
分
団
第
１
部
班
長
　
小
島
友

五
郎
▼
第
１
分
団
第
２
部
部
長

鈴
木
隆
夫
▼
第
１
分
団
第
２
部
副

部
長
　
伊
従
哲
郎
▼
第
１
分
団
第

２
部
班
長
　
三
輪
　
忍
▼
第
１
分

団
第
２
部
班
長
　
鈴
木
浩
史
▼
第

１
分
団
第
３
部
部
長
　
木
藤
　
猛

▼
第
１
分
団
第
４
部
班
長
　
渡
邊

伸
也
▼
第
１
分
団
第
５
部
副
部
長

甘
利
正
明
▼
第
１
分
団
第
５
部
班

長
　
佐
々
木
稔
▼
第
１
分
団
第
６

部
副
部
長
　
梶
　
和
夫
▼
第
２
分

団
第
１
部
班
長
　
小
野
澤
忍
▼
第

２
分
団
第
１
部
班
長
　
原
　
誠
一

▼
第
２
分
団
第
４
部
副
部
長
　
馬

場
貴
宏
▼
第
３
分
団
第
１
部
班
長

越
智
卓
也
▼
第
３
分
団
第
２
部
班

長
　
後
藤
正
之
▼
第
３
分
団
第
４

部
部
長
　
山
根
満
寛
▼
第
３
分
団

第
４
部
副
部
長
　
阿
部
昌
弘
▼
第

３
分
団
第
４
部
班
長
　
大
野
晋
作

愛
川
町
消
防
団
長
表
彰

【
功
績
団
員
】

第
１
分
団
第
３
部
副
部
長
　
村
松

誠
▼
第
１
分
団
第
４
部
副
部
長

菊
地
原
洋
一
▼
第
１
分
団
第
６
部

班
長
　
伊
従
雅
也
▼
第
２
分
団
第

３
部
班
長
　
関
根
和
浩
▼
第
３
分

団
第
１
部
班
長
　
藤
井
智
晴

【
永
年
勤
続
団
員
（
10
年
）】

第
１
分
団
第
６
部
班
長
　
伊
従
雅

也
▼
第
２
分
団
第
３
部
班
長
　
関

根
和
浩
▼
第
３
分
団
第
１
部
班
長

藤
井
智
晴

【
永
年
勤
続
団
員
（
７
年
）】

第
１
分
団
第
１
部
団
員
　
松
本
智

巳
▼
第
１
分
団
第
１
部
団
員
　
齋

藤
　
晶
▼
第
１
分
団
第
３
部
班
長

有
島
竜
也
▼
第
１
分
団
第
３
部
班

長
　
小
島
義
郎
▼
第
１
分
団
第
３

部
班
長
　
井
上
彰
布
▼
第
１
分
団

第
４
部
班
長
　
木
藤
圭
介
▼
第
１

分
団
第
５
部
班
長
　_

橋
　
薫
▼

第
１
分
団
第
５
部
団
員
　
中
島
政

浩
▼
第
１
分
団
第
６
部
班
長
　
小

川
純
一
▼
第
２
分
団
第
１
部
班
長

飯
田
裕
二
▼
第
２
分
団
第
１
部
団

員
　
岡
本
大
輔
▼
第
２
分
団
第
２

部
部
長
　
熊
澤
智
嘉
▼
第
２
分
団

第
２
部
副
部
長
　
小
島
　
稔
▼
第

２
分
団
第
２
部
班
長
　
近
藤
大
輔

▼
第
２
分
団
第
３
部
班
長
　
有
賀

純
一
朗
▼
第
２
分
団
第
３
部
団
員

馬
場
貴
文
▼
第
２
分
団
第
４
部
班

長
　
成
井
健
浩
▼
第
２
分
団
第
４

部
班
長
　
小
曾
根
清
之
▼
第
３
分

団
第
１
部
班
長
　
関
戸
浩
久
▼
第

３
分
団
第
１
部
班
長
　
原
　
和
洋

▼
第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
八
木

圭
太
▼
第
３
分
団
第
２
部
団
員

足
立
原
隆
之
▼
第
３
分
団
第
４
部

団
員
　
村
井
寛
玲
▼
第
３
分
団
第

５
部
班
長
　
元
村
真
一
▼
第
３
分

団
第
５
部
班
長
　
村
越
宣
彦

消
防
出
初
式
を
開
催

消
防
功
労
者
を
表
彰
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２
月
１
日
か
ら
防
災
行
政
無
線

の
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
は
、
午
後
５

時
に
放
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
総
務
課
広
報
広
聴

班
1（
内
線
）３
２
２
１

平
成
19
年
度
神
奈
川
県

選
挙
管
理
委
員
会
表
彰

吉川節子さん

長
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員

会
の
運
営
、
各
種
選
挙
の
管
理
執

行
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
る
方
々
を
表
彰
す
る「
平
成
19

年
度
神
奈
川
県
選
挙
管
理
委
員
会

表
彰
式
」が
昨
年
12
月
18
日
、
県
庁

大
会
議
場
で
行
わ
れ
、
前
町
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
の
吉
川
節
子
さ

ん
に
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線

夕
方
の
放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

障
害
年
金
　

万
が
一
の
と
き
も
生
活
を
保
障

●夕方のチャイム放送時間

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
間
に
病
気
や
け
が
で
日

常
生
活
に
著
し
く
支
障
の
あ
る
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
金
に
は
、
す
べ
て
の
国

民
（
年
齢
や
加
入
状
況
に
よ
り
制

限
が
あ
り
ま
す
）
を
対
象
に
支
給

さ
れ
る
「
障
害
基
礎
年
金
」
と
、

こ
れ
に
上
乗
せ
し
会
社
員
な
ど
厚

生
年
金
加
入
者
に
支
給
さ
れ
る

「
障
害
厚
生
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
け

が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
20

歳
前
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

●
支
給
さ
れ
る
要
件
（
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

①
初
診
日
ま
で
に
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
日
本

に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
に
一
定

以
上
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
。

③
障
害
認
定
日
に
国
民
年
金
の
障

害
等
級
の
１
・
２
級
の
状
態
に

あ
る
こ
と
。

※
障
害
認
定
日
と
は
、
初
診
日
か

ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し
た
日

ま
た
は
１
年
６
カ
月
以
内
に

症
状
が
固
定
し
た
日
の
こ
と
で

す
。（
た
だ
し
、
病
名
に
よ
り

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場

合
、
③
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
20
歳
に
な
っ
た
と
き

に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

●
支
給
さ
れ
る
年
金
額(

平
成
19

年
度)

１
級
障
害

年
額
９
９
０，
１
０
０
円
　

２
級
障
害

年
額
７
９
２，
１
０
０
円

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
子
が
、
18
歳
に
達
す
る
年
度
末

（
３
月
31
日
）ま
で
の
場
合
や
、
20

歳
未
満
で
障
害
等
級
が
１
・
２
級

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
場
合
は
、

２
人
目
ま
で
は
１
人
に
つ
き
、
２

２
７，
９
０
０
円
、
３
人
目
以
降
は

１
人
に
つ
き
７
５，
９
０
０
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

障
害
厚
生
年
金

厚
生
年
金
加
入
中
に
初
診
日
の

あ
る
病
気
や
け
が
で
国
民
年
金
の

障
害
等
級
１
・
２
級
の
状
態
に
な

っ
た
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
さ
れ
る
要
件

基
本
的
に
障
害
基
礎
年
金
と
同

じ
で
す
。

●
支
給
さ
れ
る
金
額

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

た
期
間
と
そ
の
期
間
の
給
与
な
ど

の
平
均
額
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

●
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

障
害
厚
生
年
金
に
は
、
独
自
給

付
と
し
て
３
級
障
害
の
方
へ
の
年

金
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
年

金
保
険
で
定
め
る
障
害
等
級
に

該
当
し
て
い
た
も
の
の
５
年
以

内
に
治
癒
し
た
場
合
に
は
、
障
害

手
当
金
（
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

障
害
年
金
の
請
求
手
続
き

●
初
診
日
に
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
た
方

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
・

学
生
な
ど
）→

町
国
保
医
療
課

第
３
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・

公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
）→

厚
木
社
会
保
険
事
務
所

●
初
診
日
に
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
た
方

→

勤
務
先
を
管
轄
す
る
社
会
保

険
事
務
所

問
い
合
わ
せ
◆
厚
木
社
会
保
険
事

務
所
1
２
２
３
―

７
１
７
１
ま
た

は
町
国
保
医
療
課
国
保
年
金
班
1

（
内
線
）
３
３
７
４

2月1日
〜

10月31日

11月1日
〜

1月31日

午後5時

午後4時30分



ト
」
が
約
38
億
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
全
体

の
コ
ス
ト
は
、
約
７
億
２
千
万
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳

は
、
公
債
費（
利
子
分
の
み
）な
ど

の「
そ
の
他
の
コ
ス
ト
」
が
約
３
千
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、「
人

に
か
か
る
コ
ス
ト
」
が
退
職
給
与
引

当
金
繰
入
な
ど
の
増
に
よ
り
、
約

５
億
２
千
万
円
の
増
、
物
件
費
な

ど
の「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」が
、
約

１
億
２
千
万
円
の
増
、
福
祉
関
連

の
扶
助
費
な
ど
の「
移
転
支
出
的

な
コ
ス
ト
」
が
約
１
億
１
千
万
円
の

増
と
な
り
、
全
体
の
コ
ス
ト
を
引
き

上
げ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政
策
課
財
政

班
1（
内
線
）
３
２
３
６
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

町
で
は
、
財
政
状
況
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
の
分
析
指
標
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）と
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
町
の
資
産
、

負
債
な
ど
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、
資
金
を
何
に
使
っ
た
か
を

表
す
「
資
産
」
と
、
そ
の
資
金
を
ど

の
よ
う
に
調
達
し
た
か
を
示
す「
負

債
」「
正
味
資
産
」か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、「
資
産
」＝「
負
債
」＋「
正

味
資
産
」の
関
係
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産

の
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
町
民
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ど
れ
だ
け
の
費

用
（
コ
ス
ト
）が
掛
か
り
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
な
歳
入
で
賄
っ
た
か
を
表

す
も
の
で
、
企
業
で
い
う
損
益
計

算
書
に
当
た
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
あ
ら
ま
し

負
債
額
は
少
な
く
資
産
が
多
い

平
成
19
年
３
月
末
現
在
、
町
の

資
産
は
約
５
６
４
億
円（
町
民
１
人

当
た
り
１
３
５
万
円
）で
、
こ
の
う

ち
町
民
が
将
来
負
担
す
る
額
で
あ

る
負
債
は
約
89
億
円（
同
21
万
円
）、

既
に
負
担
し
た
額
で
あ
る
正
味
資

産
は
約
４
７
５
億
円（
同
１
１
４
万

円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
産
は
、
道
路
や
公
共
施
設
、

土
地
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
と
、

各
種
基
金
な
ど
の
現
金
や
預
金
な

ど
を
合
計
し
た
も
の
で
す
。
有
形

固
定
資
産
を
行
政
目
的
別
に
み
る

と
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
土
木
費

が
44
％
、
続
い
て
学
校
や
社
会
体

育
施
設
な
ど
の
教
育
費
が
30
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
負
債
は

地
方
債
や
退
職
給
与
引
当
金
な
ど

を
合
計
し
た
も
の
で
す
。

住
民
１
人
当
た
り
の
額
で
ほ
か
の

市
町
村
と
比
較
す
る
と
、
本
町
は

負
債
額
が
非
常
に
少
な
く
、
逆
に

正
味
資
産
や
資
産
の
額
は
、
県
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
位
置
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
資
産
に
占
め
る
負
債
の

割
合
は
、
15
・
８
％
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
将
来
に
重
い
負
担

を
残
さ
ず
、
多
く
の
資
産
形
成
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
あ
ら
ま
し

物
に
か
か
る
経
費
が
ト
ッ
プ

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
で
は
、

１
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
約
１

１
５
億
円
を
要
し
、
こ
れ
を
賄
う
収

入
合
計
が
約
１
０
７
億
円
で
し
た
。

こ
の
不
足
分
は
、
基
金
な
ど
の
一
般

財
源
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
訳
で
は
、
物
件
費
や
維
持
補

修
費
な
ど
の「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

が
約
44
億
と
最
も
多
く
、
次
い
で

人
件
費
な
ど
の「
人
に
か
か
る
コ
ス

平成18年度
56,408,283
（1,346）

50,687,644
（1,210）

21,382,463
（510）

2,598,572
（62）

3,122,067
（74）

56,408,283
（1,346）

平成17年度
56,761,298
（1,350）

51,228,585
（1,218）

21,181,474
（504）

2,556,830
（61）

2,975,883
（71）

56,761,298
（1,350）

増　減
△ 353,015
（△ 4）

△ 540,941
（△ 8）
200,989
（ 6）
41,742
（ 1）
146,184
（ 3）

△ 353,015
（△ 4）

【資産合計】

1 有形固定資産

（うち土地）

2 投資等

3 流動資産

資産合計

517,985（ 13）
117,107（ 3）
113,773（ 3）
△ 26,926（△ 1）
721,939（ 18）

3,282,268（ 78）
4,245,508（101）
3,046,526（ 72）
232,159（ 6）

10,806,461（257）

3,800,253（ 91）
4,362,615（104）
3,160,299（ 75）
205,233（ 5）

11,528,400（275）
21,151（ 1）

△ 12,084（ 0）
144,897（ 4）
153,964（ 5）

507,739（ 12）
761,827（ 18）
9,289,884（221）
10,559,450（251）

528,890（ 13）
749,743（ 18）
9,434,781（225）
10,713,414（256）

△ 13,867
130,229

△ 451,613

377,240
41,348,325
41,478,554

363,373
41,478,554
41,026,941

借　　方
平成18年度
8,907,717
（212）

8,260,765
（197）
646,952
（15）

47,500,566
（1,134）
4,594,078
（110）

1,879,547
（45）

41,026,941
（979）

56,408,283
（1,346）

平成17年度
8,529,292
（203）

7,801,574
（186）
727,718
（17）

48,232,006
（1,147）
4,768,977
（113）

1,984,475
（47）

41,478,554
（987）

56,761,298
（1,350）

増　減
378,425
（ 9）
459,191
（ 11）
△ 80,766
（△ 2）

△ 731,440
（△ 13）

△ 174,899
（△ 3）

△ 104,928
（△ 2）

△ 451,613
（△ 8）

△ 353,015
（△ 4）

【負債合計】

1 固定負債

2 流動負債

【正味資産合計】

1 国庫支出金

2 県支出金

3 一般財源等

負債・正味資産
合計

貸　　方

（ ）内は町民1人当たりの額。
4月1日現在の人口統計人口で算出。

（単位：千円） （単位：千円）
◆平成18年度バランスシート（要約）

◆平成18年度行政コスト計算書（要約）

1 人にかかるコスト（人件費、退職給与引当金繰入等）
2 物にかかるコスト（物件費、維持補修費、減価償却費）
3 移転支出的なコスト（扶助費、補助費等、繰出金、普通建設事業費※）
4 その他のコスト（災害復旧費、公債費（利子分のみ）、不納欠損額）

計
1 使用料・手数料等（分担金及び負担金、財産収入、寄附金など）
2 国庫(県)支出金
3 一般財源（地方税、地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金など）

計
正味資産国庫（県）支出金償却額
期首一般財源等
期末一般財源等

区　分 平成18年度 平成17年度 増　減

行
政
コ
ス
ト

収
入
項
目

※普通建設事業費のうち、町の資産形成につながらない他団体などへの補助金などを計上。
（ ）内は町民1人あたりの額。 4月1日現在の人口統計人口で算出。

（単位：千円）
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消 防 だ よ り 春夏秋冬春夏秋冬

町内における時間帯別火災発生件数（過去10年間平均）

3月1日（土）から7日（金）まで春の火災予防運動を実施します。
今の時期は、暖房器具の使用頻度が高く、空気が乾燥しているため、火災が発生しやすくなっています。いったん火

災になると強風にあおられ大火となる恐れもありますので、暖房器具の取り扱いなど火の元には十分注意しましょう。

火の用心！「春の火災予防運動」

住宅防火対策を進めましょう

火災から「尊い命」・「大切な財産」を守るため、住宅用火
災警報器を設置しましょう。
現在、お住まいの住宅には平成23年6月1日までに設

置が必要です。
● 設置場所は
設置が義務付けられているのは、寝室（2階に寝室があ

る場合は、階段の踊り場にも必要）です。
●購入するには
防災設備機器取扱店やホームセンターなどで購入でき

ます。費用は数千円程度です。購入にあたっては、「NS
マーク」の付いたものを選びましょう。
※「NSマーク」は、日本消防検定協会が鑑定し合格した
ものに表示されています。

※ 悪質な訪問販売には、ご注意ください。
●警報器の種類は
煙が一定濃度以上になると反応する煙式（光電式）と、

周囲の温度が一定以上になると警報を発する熱式（定温式）
があります。
※ 寝室、階段の踊り場には、煙式（光電式）を設置してく
ださい。

※ 通常たばこを吸った程度では感知しません。

布団カバー、シーツ、パジャマなどの寝具やカーテン、
じゅうたんなどは燃え広がりにくい防炎品を使用し、火
災に強い住宅環境に努めましょう。

たばこを原因とする火災は依然として高い割合を占め
ています。家庭でも、「寝たばこは絶対にやめる」、「吸い
殻は確実に始末する」、「火種の落下に気をつける」など一
人一人が意識を持って、住まいの防火喫煙マナーを実践
しましょう。

消防団員を募集しています。

消防団は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という精神の下、地域住民によって組織され、地域の安全と安心を守
るために活躍している町の大切な消防機関のひとつです。
今後、各地区消防団が消防団員の勧誘のため、ご家庭を訪問することがありますので、皆さんのご理解とご協力をお

願いします。

１ 住宅用火災警報器を設置しましょう

2 防炎品を使って、火災に強い環境をつくりましょう

3 防火喫煙マナーを実践しましょう

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0～1 2～3 4～5 6～7 8～9 10～11 12～13 14～15 16～17 18～19 20～21 22～23 不明 

2.0

2.5

1.5
1.7

2.4 2.5

3.1 3.0

1.7
1.9 1.9

2.6

0.1
時間帯 

件数 
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問い合わせ◆子育て支援センター 1285－8345（やさしいこ）

～子どもは子どもを見て育つ～
子どもは、同じ年齢くらいの友だちや少し年上の子ども、そして兄姉
のことをいつもよく見ています。「○○ちゃんのように、自転車に乗れる
ようになりたい」などという気持ちが大きくなり、全力投球で挑戦しよ
うとします。
このように、“身近な子どもからの刺激を受け、自分の内側からの欲求
があふれ出す”という体験を通して、子どもは成長していきます。そん
な体験の積み重ねができるよう、子どもがいるところへできるだけ連れ
て行き、一緒に遊ぶ機会を作ってあげることが大切です。「子育て支援セ
ンター」も、そんな場所の一つとして、ぜひご利用ください。子どもは
子どもを見て育ち、親は子育てを通して、さまざまな問題にぶつかりな
がら、一緒に育っていくのではないでしょうか。

このコーナーは、これから親になる方、
そして今子育て真っ最中の方に少しでも
役立てていただこうと、
“親と子の関係”について掲載しています。

移動子育てサロン

第１・第3火曜日　　レディースプラザ
2月5日・19日
3月4日・18日

第１・第3金曜日　　ラビンプラザ
2月1日・15日
3月7日・21日

＊時間は、いずれも午前9時30分～11
時30分

子育て支援センター“あい”情報 子育て　　　とタイム“ホッ”

日時◆2月22日（金）
午前10時～11時

内容◆お話会（おはなしマルベリー）
会場◆子育て支援センター

日時◆3月11日（火）
午前10時～11時

内容◆大型トランポリン（4階サンルーム）
会場◆子育て支援センター

初めての方も、ぜひお越しください。

■正解：②子 ■当選者：近藤健二・山口咲子・小倉和子・丸山三枝子・林奈々実1月号の答えと当選者（敬称略）

今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦し

てください。正解者の中から抽選で5人の方に、図書

カード（1,000円分）をプレゼントします。

応募方法◆町内在住の方で、1人1通に限ります。はが
きに答え・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌のご感

想を記入の上お送りください。（ファクス可）

締め切り日◆2月7日（木）当日消印有効
あて先◆〒243－0392 角田251－1

愛川町役場総務課広報広聴班

ファクス 286－5021

正解と当選者は3月1日号でお知らせします。

今年も所得税の確定申告と町県民税の申告の受け付
けが始まりますが、申告期限は、次の①～③のうちど
れでしょうか。

①2月18日　②2月29日　③3月17日

アイ・ラブ・子育て！
「子育てって楽しいな、子どもってかわいいな」

と思えることを願って…。

親子で遊ぼう（第1号公園体育館）



ー シ ョ ン

場相談室で人権擁護委員、行政相談委員が
相談に。（電話相談も可）
●行政書士相談
2月14日（木）午後1時～4時。役場相談室
で神奈川県行政書士会厚木支部の会員の方
が相談に。
●司法書士法律相談
2月13日（水）午後1時～4時。役場相談室
で神奈川県司法書士会厚木支部の会員の方
が相談に。相談を希望する方は住民課へ電
話予約を。
●教育相談
不登校・校外生活・非行・就学相談など
〈来所相談〉祝日・年末年始を除く毎週月
曜・火曜・木曜・金曜日の午前9時～午後4
時。役場教育開発センターで教育相談員が
相談に。
〈出張相談〉
2月4日（月）にレディースプラザで、2月
18日（月）にラビンプラザでいずれも午前
10時～午後3時。
〈電話相談〉
土曜・日曜・祝日・年末年始を除く毎日、
教育開発センター1（直通）206－1061で
受け付けています。
※相談指導教室およびスクールカウンセラ
ー相談に関することも、同センターに
お問い合わせください。
●ハローワーク就労相談会
2月14日（木）午前10時～午後3時。役場
１階相談コーナーでハローワーク職員が相
談に。商工観光課勤労福祉班1（内線）
3523（有線）4782
団塊世代支援講座

町では、豊かなセカンドライフを送ってい
ただけるよう団塊世代支援講座を開催しま
す。これから定年退職を迎える方や退職後
間もない方などの参加をお待ちしています。
日時◆2月23日（土）午前10時～
会場◆愛甲商工会館2階会議室
テーマ◆「充実したセカンドライフを築く
ため」
～自分が生かされる居場所さがし～　
講師◆(社)中高年齢者雇用福祉協会ＰＲＥ
Ｐ経営研究所主任講師
ライフプラン学習支援研究所代表
鈴木啓三氏
対象◆町内在住・在勤または内陸工業団地

事業所に勤務している方
問い合わせ◆商工観光課勤労福祉班
1285－6948
刑務所作業製品の展示即売会

日時◆２月23日(土)※雨天の場合は24日
(日)（集合・解散場所は町役場前）午前７時
集合、午後８時解散
対象◆町内在住または在勤の方先着30人
コース◆天城トンネル、旧天城トンネル、
踊子遊歩道、河津七滝、河津桜会場などを
巡ります。※歩行時間約３時間
参加費◆3,500円（バス代･保険料）
持ち物◆トレッキングシューズ、防寒着、
手袋、昼食、飲み物、雨具
主催◆春日台会館運営委員会
申し込み・問い合わせ◆２月15日(金)まで
にお申し込みください。愛川ダックスクラ
ブ藺牟田

い む た

1285－2902
出前講座

町立小・中学校で、児童生徒の学校生活
や学習活動などを支援する「学習活動サポ
ーター」および「児童生徒介助員」を募集
します。
●学習活動サポーター
勤務期間◆4月1日（火）～平成21年3月
31日（火）
勤務形態◆毎週月曜から金曜日までの週5
日。1日6時間勤務
募集人員◆若干名
応募資格◆
① 教員免許または保育に関する資格を持
つ方、もしくはこれらの資格を１年以
内に取得見込みの方

②小・中学校教育へ熱意のある方
●児童生徒介助員
勤務期間◆4月1日（火）～平成21年3月
31日（火）
勤務形態◆毎週月曜日から金曜日までの週
5日。1日7時間勤務
募集人員◆若干名
応募資格◆小・中学校教育へ熱意のある方
応募方法◆いずれも2月18日（月）までに
顔写真を張った自筆の履歴書（市販のもの）
を教育総務課へ提出してください。
問い合わせ◆教育総務課学校教育班1（直
通）285－6957
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固定資産税　　　第4期分
国民健康保険税　第9期分
介護保険料　　　第9期分

納期限　2月29日（金）
納税は便利な口座振替で

今月の納税・納付

役場1階税務課で、町県民税・固
定資産税・軽自動車税・国民健康保
険税・介護保険料が納められます。

今月の休日納税窓口

2月24日（日）
午前8時30分～午後5時

話題の本

▼1歳の息子に届いた成功者100人からの手紙　
チャールズ・Ｊ・アクイスト

▼いのちの記憶　　　　　　　
岩合　光昭

▼へんないきもの三千里　　　　　　　　　
早川　いくを

▼ワタシは最高にツイている
小林　聡美

▼サンタクロースが二月にやってきた
文：今江　祥智
絵：あべ　弘士

問い合わせ◆図書館1（直通）285-6963

譲りたい（無償で）
▽テレビ（25インチ）
▽ベビー用品　▽エレクトーン
▽子供用自転車
▽子供服（男児80センチ）▽洗髪器
譲りたい（価格相談で）

▽タイヤチェーン（軽自動車用）
▽Ｂ型ベビーカー（青系色）
譲ってほしい（無償で）
▽大人用自転車（26～27インチ）
▽ベビーベッド
譲ってほしい（価格相談で）
▽ソファ

連絡先◆住民課住民相談班1（内線）3319

町立小・中学校の「学習活動サポータ
ー」および「児童生徒介助員」を募集

生涯学習野外教室編　町民ウォーキング

団塊世代支援講座
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2/4（月）
〜

2/18（月）
愛川幼稚園書初め展（年長児）

愛川幼稚園
1281－1237

2/7（木）
〜

2/21（木）
愛川町職員文化展 愛川町職員親睦会

初日は午後
から最終日
は午前まで

最終日は
16:00まで

※展示会場はすべて1階で、入場は無料です。通常の展示時間は午前9時から午
後5時までです。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

◆ホール

◆展示

月日

2/1
（金）

催　し

愛川町
14歳立志式

開演

13:30

終演

16:20

主　催

愛川町
愛川町教育委員会
愛川東中学校
愛川中学校

愛川中原中学校

入　場

関係者

2/2
（土）

ＪＡ県央愛川組合員
研修会

13:00 15:00
県央愛川農業
協同組合

1286－2111

無料
（先着535人）

無料
（先着535人）

2/10
（日）

第16回
愛川ウィンドオーケストラ

定期演奏会
13:30 16:00

愛川ウィンド
オーケストラ

飛沢
1090－8854－6249

関係者
2/16
（土）

2/17
（日）

2/24
（日）

平成19年度
愛川町PTA連絡協議会
活動研究大会

「感動の第九」
愛川混声合唱団
創立10周年記念
第5回定期演奏会

第8回
子どもフェスタ21

13:30

14:00

13:00

15:45

16:00

16:30

愛川町PTA
連絡協議会
田代小学校
1281－0047

愛川混声合唱団
半谷1285－2301

学区協育委員会
中津第二小学校PTA
中津第二小学校
1285－2960

全席自由
1,000円

無料
（先着535人）

3/1
（土）

愛川幼稚園
新春のつどい

（音楽会と遊戯会）
10:00 12:30

愛川幼稚園
1281－1237

関係者

期　間 催　し 備　考主　催

2/20（水）
〜

2/25（月）

第24回（平成19年度）
緑の書道コンクール作品展

都市施設課
1285－2111

最終日は
午前まで

イ ン フ ォ メ

文化会館 催し案内
スポーツ施設の利用予約は、スポーツ施
設予約システムをご利用ください。
2月中は5月利用分の抽選予約ができ、
抽選結果は、3月2日（日）から確認できま
す。また、メールアドレス登録者には、
当・落選の結果をメールで送信しますの
で、当選者は3月末日までに本予約を行っ
てください。末日までに本予約をしなかっ
た場合は、翌日から空き施設として開放し
ます。
予約できるスポーツ施設
田代運動公園・三増公園（テニスコート
のみ）・第１号公園体育館・中津工業団地
第1号公園・中津工業団地第2号公園・坂
本運動場・志田運動場・小沢ソフトボール
場・坂本体育館
※ 厚木市・清川村のスポーツ施設も抽選
予約できます。

※ 無断キャンセルにご注意ください。（愛
川町の施設を2回無断キャンセルする
と半年間予約ができなくなります）

問い合わせ◆スポーツ・文化振興課スポー
ツ振興班1（直通）285－6958

●法律相談　
2月1日（金）・15日（金）午前10時～午後3
時。役場相談室で弁護士が相談に。3月は
7日（金）と21日（金）を予定。相談を希望す
る方は電話予約を。予約の受け付けは、相
談日の11日前の月曜日から開始。（月曜日
が祝日の場合は翌日）住民課1（内線）
3319（有線）4822
●消費生活相談　
2月4日、7日、14日、18日、21日、25
日、28日の午前10時～午後4時。役場相
談室で消費生活専門相談員が相談に。（電
話相談も可）
●交通事故相談
2月27日（水）午後１時～4時。役場相談室
で交通事故専門相談員が相談に。相談を希
望する方は住民課へ電話予約を。
●人権・行政こまりごと相談
2月8日（金）午後1時30分～3時30分。役

スポーツ

スポーツ施設の抽選予約

相　談
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イ ド

問い合わせ◆県保健福祉部健康増進課保健
栄養歯科班1（直通）1045－210－4786
県厚木保健福祉事務所からのお知らせ

県厚木保健福祉事務所を会場に、健康・
福祉に関する相談、検診などを実施してい
ます。事前に電話で予約をしてください。
申し込みと問い合わせ◆県厚木保健福祉事
務所1224－1111
●専門医による精神保健および認知症相談
内容◆心の病気の治療や再発予防、認知症
についての相談。アルコール・薬物・シン
ナーなどの依存症の相談も行います。
期日◆2月4日（月）・6日（水）・13日（水）・
20日（水）
時間◆午後1時30分～4時
※2月6日（水）のみ、会場が町福祉センタ
ーになります。
●栄養専門相談
内容◆病気の方などの食事相談
期日◆2月5日（火）・19日（火）
時間◆午前9時30分～午後4時
●障害児者のための歯科相談
対象◆心身に障害のある方
期日◆2月7日（木）
時間◆午後1時30分～2時
●エイズ無料検査
期日◆第1・第3月曜日
時間◆午後1時15分～2時45分
※電話相談は随時行っています。
※ＨＩＶ検査目的の献血は、輸血を受ける
方に感染を引き起こす可能性がありま
すので、絶対に行わないでください。

予防接種の未接種はありませんか

町では、予防接種法に基づき予防接種を
行っています。接種忘れがないか、母子健
康手帳を見て確認しましょう。特に、上記
の予防接種については、お子さんが大きく
なり、最後の乳幼児健康診査（3歳6カ月
児対象）からしばらくたっての接種となり

ますので、注意してください。
※ 予防接種法の改正により、平成18年4
月1日から麻疹、風疹の予防接種は、混
合ワクチンの接種となり、2期目の接種
が設けられました。

※ 厚生労働省より「定期の予防接種にお
ける日本脳炎ワクチン接種の積極的勧
奨の差し控えについて」という緊急勧
告が出されたことから、町では、現在、
日本脳炎の積極的な接種を見合わせて
います。

問い合わせ◆子育て支援課母子保健班1

（内線）3364
マタニティセミナー（冬コース）

日時◆2月18日・25日・3月3日・10日
（すべて月曜日）
午後1時10分～4時（2日目のみ午前10時
～午後1時）
※4日間1コース
会場◆町保健センター（2日目のみレディ
ースプラザ）
対象◆初めて出産する方とご家族
持ち物◆母子健康手帳、筆記用具
申し込みと問い合わせ◆予約が必要ですの
で、子育て支援課母子保健班1（内線）
3364へお申し込みください。

予防接種の未接種はありませんか

予防接種名

DT（二種混合）

【ジフテリア・破傷

風の予防】

MR（二種混合）2期

【麻
ま

疹
しん

・風疹
ふうしん

の予防】

対　象

11歳～13歳未満で

1回接種

小学校に入る前の1年

間で、5歳～7歳未満

の間に1回接種

マタニティセミナー（冬コース）

睡眠で解決！ぽかぽか・
ぐっすり、めざせ快眠！

保健師
から
一言

冷え症の人にとって、寒い冬の夜は眠れな
くてつらいものです。体を温めるには、足に
熱を与えてあげる「頭寒足熱」が大切。さらに、
血液が全身に行きわたるよう、寝る姿勢にも
気を付ければ快眠効果はさらに向上します。

簡単にできることは、靴下を履いて眠るこ
と。これだけで、足の冷えはだいぶ解消でき
るはずです。最近見かける指の部分が５本に
分かれたタイプの靴下は、指と指の間が蒸れ
ないのでお勧め。その上からさらに普通の靴
下を履けば、足裏の皮膚温が５℃も上昇しま
す。ただし、足を締め付けてしまうと血行が悪
くなるので、履き古して緩くなった靴下を使
うなど工夫してみましょう。
靴下を履いて眠るのには抵抗があるとい
う方には、温湿布やあんかがお勧めです。ま
た、足用の枕を置いて、足を高くすることで、
下半身にたまっていた血液を、体中に巡らせ
体温低下を防ぐことも効果があります。
首や肩が寒いという方は、首と布団のす
き間がなくなるように、枕のあて方を工夫
してみましょう。

寝るときの姿勢は、立ったときの姿勢を
そのまま横にした状態が理想的。しっかり
睡眠を取るためには、体に合った寝具を選
びましょう。正しい姿勢で眠ることで疲れが
取れ、翌日も元気に過ごすことができます。
寝具を選ぶポイント
● 敷布団・マットレス
背骨を真っすぐに保つだけの硬さのある
ものを選びましょう。
●掛布団
軽くて柔らかく、体になじむものを選び
ましょう。寝返りをしたときに体と布団の
間にすき間をつくらず、熱を逃がしません。
●枕
後頭部から首筋にかけてのカーブが維
持しやすい高さのものを選びましょう。
●パジャマやシーツ
コットンやシルクなど天然素材を使用し
たものを選びましょう。肌触りが良い上、
吸湿性にも優れているため、汗を吸い取り
やすく、体が冷たくなるのを防ぎます。

基本は頭寒足熱

温かく眠るためにひと工夫温かく眠るためにひと工夫

温かく眠るためにひと工夫寝具で理想的な姿勢を保つ

県厚木保健福祉事務所からのお知らせ

期　日

【1日目】
2月18日
（月）

【2日目】
2月25日
（月）

【3日目】
3月3日
（月）

【4日目】
3月10日
（月）

内　容

オリエンテーション・自己紹介
妊娠　～分娩経過と過ごし方～
妊婦体操・ハンドマッサージ・交流
会
※運動のできる服装、バスタオル、
テキスト代（400円）をお持ちくだ
さい。
妊娠中の食事について
調理実習・試食
※エプロン、三角巾

きん

、材料費
（400円）をお持ちください。
お母さんと赤ちゃんの歯について
産後の生活・赤ちゃんの世話について
赤ちゃんと触れ合おう！
子育て支援センターへ訪問
マタニティセミナーＯＢの皆さん
との交流
※歯ブラシをお持ちください。
ファミリープラン（家族計画）
沐浴
もくよく

実習・ビデオ上映
※ご都合のよい方はご夫婦で
お越しください。
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乳幼児の健康診査

受け付け◆
4カ月児、10カ月児：午後1時30分～2時15分
1歳6カ月児、3歳6カ月児：午後1時15分
～2時15分
会場◆町保健センター
問い合わせ◆子育て支援課母子保健班1

（内線）3364
日程◆

※対象者には2月下旬に必要書類を送付
しますので、届かない方はご連絡ください。

お子さんに虫歯はありませんか？虫歯を
なくして丈夫な体をつくりましょう。
会場◆町保健センター
持ち物◆母子健康手帳・問診票・歯ブラ
シ・タオル・コップ
問い合わせ◆子育て支援課母子保健班1

（内線）3364
日程◆

※育児について心配のある方は、保健師・
栄養士が相談をお受けします。
※むしばいばい教室の開始時間は午前10
時から、終了時間は正午ごろになります。
※2歳児歯科検診では、身長・体重測定も

行っています。
※対象者には2月上旬に必要書類を送付
しますので、届かない方はご連絡くだ
さい。
ぱくぱく幼児食講習会

簡単にできる幼児食（おやつ）をお子さ
んと一緒に作りながら、幼児期の食事につ
いて学びます。
日時◆2月19日（火）午後1時30分～3時
30分
会場◆町保健センター
対象◆3歳から4歳までの子とその保護者
10組
内容◆食・生活習慣についての話や簡単な
調理実習と試食
持ち物◆母子健康手帳、筆記用具、エプロ
ン、三角巾

きん

、調理実習材料代（200円）
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので、
2月15日（金）までに子育て支援課母子保健
班1（内線）3364へお申し込みください。
すくすく親子健康相談

お子さんの発育・発達の確認や予防接
種、保護者の健康・育児の相談などに保健
師・栄養士・看護師が応じます。
日時◆2月22日（金）午後1時30分～3時
会場◆町保健センター
対象◆就学前の子とその保護者
内容◆保健師・栄養士・看護師による健康
相談、身体測定、体脂肪測定、血圧測定、
尿検査など
問い合わせ◆子育て支援課母子保健班1

（内線）3364
※予約の必要はありませんので、当日直接
会場へお越しください。

女性のための保健医療相談

女性の活躍する場の広がりに伴い、人間
関係や育児・介護などによるストレス、健康
上の悩みを感じる方が増えています。町で
は、こうした方が気軽に相談できるよう、女
性医師による保健医療相談を開催します。
日時◆2月21日（木）午後１時30分～3時
※相談は１人20分程度
会場◆町保健センター
対象◆町内在住の女性
内容◆女性医師（皮膚科）による健康相談
申し込みと問い合わせ◆1日4人の予約制

ですので、健康長寿課健康づくり班1（内
線）3339へお申し込みください。
ヘルスあっぷ相談

生活習慣病や健康についての相談に、保
健師・栄養士・看護師が応じます。
日時◆2月22日（金）午後1時30分～3時
会場◆町保健センター
対象◆町民の方
内容◆保健師・栄養士・看護師による健康
相談、身体測定、体脂肪測定、血圧測定、
尿検査など
問い合わせ◆健康長寿課健康づくり班1

（内線）3340
※予約の必要はありませんので、当日直接
会場へお越しください。
神奈川県特定不妊治療費助成事業

県では、不妊治療のうち、医療保険が適
用されず、高額な医療費が掛かる特定不妊
治療（体外受精および顕微授精）について、
不妊に悩む夫婦の経済的負担の軽減を図る
ことを目的として、治療費の一部を助成し
ています。
平成19年度分（平成19年4月から平成
20年3月までの治療）の申請期限は平成20
年3月31日となっておりますので、治療が
終わった方は、お早めに県厚木保健福祉事
務所へ申請してください。
※平成20年3月中に治療を終了した方につ
いては、平成20年4月30日まで申請する
ことができます。
助成対象者◆法律上の婚姻をしており、次
の要件をすべて満たす方
① 夫婦のいずれか一方が県内の市町村
（横浜市・川崎市・横須賀市・相模原市
を除く）に住所を有していること。

② 対象となる夫婦の前年の所得（1月から
5月までの申請については、前々年の所
得）の合計が730万円未満であること。

③ 特定不妊治療以外の治療法では妊娠の
見込みがないかまたは極めて少ないと
医師に診断された方。

④ 県が指定した医療機関で特定不妊治療
を受けた方。

助成額◆1回の治療につき10万円を限度
に、1年度2回まで助成します。なお、助
成は通算5カ年度まで受けることができま
す。

乳幼児の健康診査

お子さんの歯科保健指導

ヘルスあっぷ相談

ぱくぱく幼児食講習会

歯科保健指導

むしばいばい
（虫歯予防）
教室

期　日

2月28日
（木）

2月28日
（木）

対　象 受け付け

平成19年
1月生まれ

午前9時
30分～
10時

2歳児

歯科検診

平成17年
7月生まれ
平成18年
1月生まれ

午後1時
15分～
2時15分

対　象

4カ月児
（平成19年
10月生まれ）

10カ月児
（平成19年
5月生まれ）

1歳6カ月児
（平成18年
8月生まれ）

3歳6カ月児
（平成16年
8月生まれ）

3月4日
（火）

母子健康手帳、
問診票

3月13日
（木）

母子健康手帳、
問診票

3月14日
（金）

母子健康手帳、
問診票、
歯ブラシ、タオル

3月11日
（火）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル、当日の朝の
尿、視力・聴力の調査
票（記入済みのもの）

期　日 持ち物

保 健 ガ

女性のための保健医療相談

神奈川県特定不妊治療費助成事業

すくすく親子健康相談



142008.February

「
び
っ
く
り
箱
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
と
触
れ
合
い
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
や
物
作
り
な
ど
を

通
し
て
、
想
像
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
知
識
と
知
恵
を
育
み
、
考
え
て
行
動

で
き
る
自
主
性
を
培
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
の
一
つ
に
、
毎
年
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
て
い
る
「
わ
く
わ
く
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
が
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
、
町
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
行
事
で
す
。
実
行
委
員
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
出
た
ア

イ
デ
ア
や
「
や
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
た
催
し
物
が
行
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
か
ら

竹
の
水
鉄
砲
や
缶
ぽ
っ
く
り
な
ど
の
工
作
を
習
い
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け

た
ら
肩
た
た
き
を
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
、
普
段
あ
ま
り
接
す
る
機
会

の
な
い
地
域
の
大
人
た
ち
と
接
し
、
別
の
学
校
や
ほ
か
の
学
年
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
を
深
め
、
一
緒
に
楽
し
む
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

代
表
の
土
井
幸
子
さ
ん
は
、
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
持
っ
て
い
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
考
え
な
が
ら
行
動
で

き
て
い
る
と
強
く
実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
年
も
「
わ
く
わ
く
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

実
行
委
員
の
子
ど
も
た
ち
も
、
昨
年
12
月
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
お
友
達
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
紹
介
No.
111●

お
知
ら
せ
●

サ
ー
ク
ル
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
班
1（
内
線
）3
2
2
1
ま
で
。

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
機
会
を
提
供

【
社
会
教
育
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
び
っ
く
り
箱
】

Aikawa Topics愛川

角田にお住まいの大野貞
さんと中津にお住まいの矢
後ミツエさんが、めでたく
100歳の誕生日を迎え、山
田町長からお祝いの花束や
記念品などが贈られまし
た。
大野さんは明治40年に

横浜市で生まれ、野菜や魚
が好きで、体調も良好。天
気の良い日は庭の手入れや
散歩を楽しまれるそうで
す。
矢後さんは明治41年に

相模原市で生まれ、食べ物
に好き嫌いはなく、居間で
のんびり過ごすのが楽しみの一つ。現在は11人の孫と
10人のひ孫がおられるそうです。
これからもますますお元気で長生きしてください。

00歳おめでとうございます。
大野貞さんと矢後ミツエさん１ 域の伝統文化を継承

愛川高校が教育奨励賞を受賞地
トピックス

矢後ミツエさん

大野貞さん

創造性豊かで特色ある教育
活動が認められ、県立愛川高
校（山田和彦校長）が第23回時
事通信社「教育奨励賞」の努力
賞を受賞しました。
同校では、地域に根差した

学校づくりを目指して、平成10年度から｢伝統文化｣を選
択科目として開講。現在、79人の生徒が300年続く県指
定の無形民俗文化財「三増の獅子舞」や地元に伝わる「海底
和紙」、｢和太鼓｣について、地元保存会の方々やボランテ
ィア、担当教諭の指導を受けながら学んでいます。その成
果は活発に発表されており、獅子舞は一昨年、(財)地域伝
統芸能活用センターの要請による北京公演や昨年、島根
県で開催された全国高校総合文化祭に県代表として参加、
和太鼓も県の選挙啓発キャンペーンで演奏するなど、大
きな注目を集めています。
地域の伝統文化に触れることで、生徒たちにふるさとを大
事にする心が育まれ、貴重な伝統文化継承の中心的存在と
して地域に根付き始めています。この教育奨励賞には、全
国の幼稚園から高校の中から30校が選ばれました。

第4回　
わくわくジュニアフェスティバル
今年はオリンピック・イヤー。わくわ
くジュニアフェスティバルも空き缶
積みやスリッパ飛ばし選手権などで
ミニ・オリンピックを開催します。
工作や手芸のコーナーもあります。
日時◆3月23日（日）午前10時～午
後2時30分
場所◆レディースプラザ
問い合わせ◆レディースプラザ
1285－1600



Aikawa Topics愛川
トピックス

１月13日、本町最大のスポーツイベント「第53回愛川
町一周駅伝競走大会」が盛大に開催されました。この大会
は2部制のチーム対抗で、第１部には町内各行政区から27
チームが、事業所などが参加する第2部には、友好都市長
野県立科町や愛川中学校、愛川高校など5チームが出場し、
熱戦が繰り広げられました。
晴天の冬空の中、トップでテープを切ったのは田代Ａチ

ーム。見事なチームワークで大会5連覇を飾りました。ま
た、スタート直後
の三増公園陸上競
技場内では、スポ
ーツ少年団14チー
ムが参加した「ス
ポーツ少年団ミニ
駅伝競走大会」も
開催され、レッド
ベアーズ（野球チ
ーム）がトップ賞
を獲得しました。

ルミネーションコンクール2007
最優秀賞は、高橋哲男さんと
（有）伸光産業さん

イ
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十歳の門出を祝う成人式
541人が大人の仲間入り二

美しいイルミネーションで住宅や店舗などを華やかに飾
り付け、地域の活性化を図る町観光協会主催の「イルミネ
ーションコンクール2007」が行われました。
表彰式は12月22日、半原の横須賀市上下水道局半原水

源地内の特設会場で開催され、入賞者の皆さんには、山田
登美夫町長（町観光協
会会長）から、記念の
トロフィーなどが贈
られました。
今年で3回目のコン

クールには、個人の部、
法人の部に合わせて
26件の応募があり、
個性的で美しいイルミ
ネーションが多い中、
町観光協会役員によ
り、完成度やデザイン
性、アイデアなどさま
ざまな観点から審査さ
れました。
入賞者の皆さんは右記
のとおりです。（敬称略）

個人の部
最優秀賞　高橋哲男（角田）
優秀賞　　冨川憲亮（半原）

井上和昭（半原）
法人の部
最優秀賞 （有）伸光産業（中津）
優秀賞　 フレックスライオン（角田）

ヘアストーリーぴゅあ
理美容室（角田）

代区Ａが大会5連覇
第53回愛川町一周駅伝競走大会田

【総合成績】
第1部
優　勝 田代区Ａ（１時間35分11秒）
準優勝 細野区Ａ（１時間37分57秒）
第3位 大塚区Ａ（１時間39分23秒）
第4位 原臼区Ａ（１時間42分11秒）
第5位 宮本区（１時間46分10秒）

第6位 上熊坂区Ａ（１時間47分26秒）
第2部
優　勝 立科町（１時間44分33秒）
準優勝 愛川町役場（１時間51分48秒）
第3位 愛川高校Ａ（2時間02分14秒）

【区間記録】
第1区（5,890Ｍ）平本孝太（田代区Ａ） 16分43秒　区間新記録
第2区（2,900Ｍ）八巻翔太（細野区Ａ） 9分59秒
第2区（2,900Ｍ）熊坂俊文（上熊坂区Ａ） 9分59秒
第3区（3,740Ｍ）竹内志暢（立科町） 12分37秒
第4区（3,730Ｍ）萩原武士（大塚区Ａ） 13分18秒
第5区（2,190Ｍ）只木将司（田代区Ａ） 7分41秒
第6区（4,766Ｍ）村田大輔（田代区Ａ） 15分51秒
第7区（5,282Ｍ）梶原有高（大塚区Ａ） 17分23秒

1月13日、二十歳
を迎えた若者たちを祝
う成人式が町文化会館
で開催され、町内では、
541人がめでたく大
人の仲間入りをしまし
た。会場には、振り袖、
スーツ、はかま姿の若
者があふれ、久しぶり
に再会した友人との会
話に花を咲かせていま
した。
式典では、山田登美

夫町長らから祝辞が述
べられたほか、アトラ
クションコーナーでは、中学校時代の恩師の登場や当時の
スナップ写真のスクリーン上映に、会場からは大きな歓声
が上がりました。
今回も、新成人の有志20人で構成する「成人式実行委員

会」が、企画段階から準備を進めてきました。実行委員長
の山　さんは、「昨年の8月から準備を行い大変でしたが、
無事役割を終え、ほっとしました」と話していました。

高橋哲男さん宅



人　口　　 43,848 （22）

男　　　　22,744 （13）

女　　 21,104 （9）

世　帯　 17,032 （8）

1月1日現在の人口と世帯
( )内は前月比

※住民基本台帳登載人口と外国人登録人口の合計・世帯数

●ごみ減量化標語 「もう一度　もう一回と　リサイクル」

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

休館の
お知らせ

2月
（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

第１号公園体育館休館日

毎週火曜日

田代運動公園・三増公園陸上競技場休園日

毎週火曜日、13日（水）

町民活動サポートセンター休所日

毎週水曜日、9日（土）

文化会館・ラビンプラザ休館日

毎週火曜日

レディースプラザ休館日

26日（火）

図書館休館日

毎週火曜日、1日（金）

図書館開館時間

午前9時30分～午後6時

あいかわカレンダー

秦野市から相模湖

までの51.5キロメート

ルを、県内各市町村

の代表選手がたすき

をつなぐ、第62回市

町村対抗「かながわ駅

伝」競走大会が、今月

10日（日）に開催され

ます。

町内を走る第6区

は、田代平山付近か

ら愛川ふれあいの村

入口の国道412号を通り、相模原市津久井町へ抜

ける10.7キロメートルのコース。選手の通過予定

時刻は、午前10時30分から11時ごろです。

沿道でのご声援をお願いします。

問い合わせ◆スポーツ・文化振興課スポーツ振
興班1（直通）285－6958

第62回市町村対抗
「かながわ駅伝」競走大会
2月10日（日）秦野市中央運動公園を

9時スタート

No.542
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法律相談

消費生活相談

4カ月児健康診査

消費生活相談

人権・行政こまりごと相談 1歳6カ月児健康診査

第62回市町村対抗「かながわ駅伝」競走大会

3歳6カ月児健康診査

司法書士法律相談

消費生活相談 行政書士相談 ハローワーク就労相談会 10カ月児健康診査

法律相談

消費生活相談　マタニティセミナー

ぱくぱく幼児食講習会

消費生活相談　女性のための保健医療相談

すくすく親子健康相談　ヘルスあっぷ相談　

休日納税窓口　

消費生活相談 マタニティセミナー

交通事故相談

消費生活相談　むしばいばい教室　2歳児歯科検診
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